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クレマチスの開花特性に関する研究  

Ⅱ 短日紅よる花芽発達抑制に．関する解剖学的考察   

五井 正憲，長谷川 暗，井手口陽子，中杉 光広  

STUDIES ON THE FLOWERING BEHAVIORIN CLEMATIS  

IIAn AnatomicalStudy of Flower Bud AbortionInduced  

by ShoIJt Days  

MasanoriGo工，AtsushiHASEGAWA，YokoIDEGUCHI  

and  

Teruhiro NAKASUGI  

Sllmmary  

Flower bud abor・tioninduced by short daysin Clbmatis cv．’Corntess de】∋oushard，was  

studiedfromthemorphologicalpointof view．Resultswereas follows：  

1．Threeoffiveyearoldplantswereremovedfromshortdaystolongdaysorfromlongdays  
toshortdaysatvariousstages ofgrowth・The results showed that theIe WaS nO difference  

in the number of flower buds per・Shoot and of days required for bud emergence andin  

flowerlngreSpOnSeOftheterminalbudsbetween thetr・eatmentS・   

Developmentofthelateralflower buds wasinhibited by short days but promoted bylong  
days．Asaresult，thepercentof flowered buds for totalflower budsincreased remarkably  

when theplantswereplacedunderlong daysduringthe flower・development to pistilforma－  

tion and decreased when they were placed under short days duringthe samedevelopmental  

Stage．  

2．Thelateralflowerbudsontheplants grown under・COntinuous shorトandlong－days were  

cutintolongitudinalortransversesectionsbytheMinot’smicrotome．Theresultshowedthat  

parenchymatous cellsin the center of receptade of the most flower buds under short days  

had aboIted．  

描  要   

クレマチス‘コンテス・ド・ボレヤ－ル，の腋花芽の座止の原因を検討した．  

1．5年生株を，新棺の生長に．ともなって長日から短日へ，または短日から長日へ移したとき，頂花芽の開花，全署暫  

数および発雷日数など紅ついてほ処理紅よる差がなかったが，腋花芽の発達は花芽分化初期～雌ずい形成期における短  

日に．よって著るしく妨げられた．  

2．．日長転換時紅サンプリングした花芽を，パラフィン包理法に．よって観察した結果，短日区からの腋花芽の花鹿部中  

央附近の柔細胞に異常が認められ，とくに花芽の座止が多かった区でほそれらが壊死していた．   
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緒  口   

前報（1）紅おいて，‘コンテス・ド・ボレヤ－ル種の開花特性を明らかにし，茎頂の花芽（頂花芽，天花芽）ほ温度  

や日長の影響を受けずに開花するが，腋芽の花芽（腋花芽）は短日に．よって．発達が阻害されることを報告した．このよ  

うな開花妨害ほ，周年生産を考える上で大きな障害となる．   

そこで，短日による花芽座止機構を明らかにするため，いくつかの実験を計画した．ここでは，生長および花芽形成  

段階と短日の影啓との関係，短日および長日下における腋花芽の解剖学的観察の結果について報告する．  

材料および方汝   

18cm鉢植えの5年生‘コンテス・ド・ポジヤ－ル，を勇定し，1976年3月17日より短日（10時間自然光）と長日（10  

時間自然光＋白熱灯に．よる2時間光中断－23時～1時－）下に層き，新杓が2節生長するごとに長日から短日へ，また  

4節生長するどとに層日から長日へ，それぞれ3鉢ずつ移して開花反応を調べた．   

また，発雷期以後，短日と長日区から，それぞれ茎頂より4節目までの腋芽を経時的紅採取し，パラフィン包埋法に 

よって切片を作り，花芽内部の解剖学的観察を行い，花芽底止現象を検討した．  

実験結果および考察  

生長あるいは花芽形成のいろいろな段階で，長日から短日へ，または短日から長日へ日長転換した時，新梢あたりの  

著暫数（籍1図），発蕾に要する日数（寛2図）および頂花芽の開花率ほ，処理の影響を全く受けなかった．しかし，  
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Fig．1．Thenumber of flower buds formedon the plants which weIe tranSferred from SD to LD  

or LD to SD at various growth stagesin Clematis cv．‘Corntess de Boushard，．   

Fig．2．Thenumber of days requiredfor flowerbudto becomevisible when the plants were transq  

ferred from SD to LD or LD to SD at various growth stagesin Clematis cv．‘Corntess de  

BousbaI廿．   

Fig．3．The flowering responseof Clemaiiscv・‘Corntess de Boushard’when the plants were trans－  

ferred from SD to LD or LD to SD at vario11S grOWth stages．  

腋花芽の開花は処理により著るしく異なった（第3図）．すなわち，長日から短日へ移した時，4節以前の転換でほ閑   
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花率が低く，8節時転換区では80％となった．短日から長日へ移した時は，ちょうどこれと逆の結果が得られた．この  

ような日長反応は基本的紅は前報（1）で述べた結果と一致している．   

この実験の結果では，4節目の葉が展開するまでの日長条件は腋花芽の発達には影響せず，6～8節菓の展開期紅お  

ける日長が重要であることがわかる．花芽観察の結果，6節薫展開期の花芽ほ分化初期，8節窯展開期には雄・雌ずい  

形成期であった．これらの点を考慮すると，腋花芽の分化直後から雌ずい形成期までの日長が，こ．れらの花芽が開花す  

るかどうかを決定していると考え．られる 

短日によって腋花芽の座止が始まる時期の花芽を解剖学的に．観察すると，短日区の花芽の花床部の中央附近の柔細胞  

Fig一′4．Parenchymatous ce11sin the center of receptacles oflateralflower buds under  
short－andlong－daysin Clematis cv．‘Corntess de Boushard’．  

The upper photograph shows dead and empty cells and the next shows some  
disorderin the cells under short days 

Thelower shows normaland mitotic cells underlong days 
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に．はっきりと異常が認められ長日区の花芽は正常で分裂を続けていた（第4図）爪   

MoE（2・8）はバラのブラインドについて研究し，ブラインドの根本的な原因は花芽内の内生オーキシン含量の不足に 

あることを明らかにした小短日，低温，強勇定などは，オ－キジン含量を低下させること紅よって，ブラインドの誘因  

となる．しかし，花芽が雌ずい期に達すれば，これらの要因が存在しても，ブラインドほ発生し難くなる．おそらく，  

雄，雌ずいがオーキンン・センタ－として作用するからであろう．  

クレマチス‘コンテス・ド・ポジヤール，の短日下における花芽座止は，花床部の細胞の壊死と関係していると考えら  

れるが，このことは細胞活性の低下を意味している．細胞の活性とく阿分裂にはサイトカイニンが関与しているが，サ  

イトカイエンの活性はオーヰレンの存在下で高いことから，クレマチスの花芽座止は，短日におけるオ－キシ∵／欠乏が  

サイトカイニン活性を弱める結果おこるのではないかと考え．られる．  
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